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全校集会校長講話（１月 ８日）  

校長  鈴木 健史  

令和８年、西暦 2026 年となりました。十二支では午（うま）年となります。新年明けま

しておめでとうございます。 

さて、今日から３学期が始まります。この３学期は、２学期よりも短く、１、２年生は

50 日間、３月６日に卒業式を迎える３年生は、38 日間という期間です。その短さゆえに、

皆さん一人一人にとって一日一日がとても大切になります。 

学校としても、３学期は、令和７年度の年度末となり、どの学期よりも大切な学期です。

なぜなら、１年間のまとめの学期であり、学校行事で最も大切な卒業式があるからです。ま

た、それに伴って、今まで３年生が中心となって進化、発展させてきた「一中」の伝統が、

２年生、１年生に引き継がれるからです。 

１年の初めにあたって、またかと思うかもしれませんが、学校は勉強をする場所ですか

ら、「人はなぜ勉強するのか？」という話をします。それぞれ違うと思いますが、生成 AI に

尋ねたところ、次の５つを挙げてくれました。 

勉強ができて困ることはありませんが、その逆だと生きていて困ることが多く出てきま

す。いわゆる一流大学に入るほど頭がよくなくてもいいのだけれども、普通に、職業に就け

て、車の運転等の資格も得られて、人前で恥をかいたりしなければいいと思っている人もい

ると思います。でも、その普通の概念がみんな同じとは限りませんし、案外、普通に生きる

っていうのも簡単ではなく、頑張らないとできないことです。 

小・中学校の勉強は基礎学力と言われ、将来、職業に就く時や働くときに必要となる力で

す。それがゆえに、繰り返してでも身に付けるものとして努力や苦痛をともなう場合もあり

ます。 

この３学期には、皆さん一人一人が勉強をとおして、自分の人生を豊かにしたり、夢や目

標の実現に近づけたりすることができるよう、職員一同、全力でサポートしていきます。一

中の全員で、この３学期を最高の学期にしましょう。 

１ 自分の可能性を広げるため 

勉強は、まだ見えていない自分の力を引き出す鍵です。人類が生み出したものはす

べて科学につながります。知識や経験が増えるほど、「できること」が増え、将来の選

択肢が広がります。 

２ 社会の一員として生きる力を身につけるため 

読み、考え、伝える力は、どんな仕事にも、どんな人間関係にも必要です。勉強

は、社会で自立して生きるための土台になります。 

３ 他者を理解し、よりよい関係を築くため 

歴史や国語、道徳などを学ぶことで、人の気持ちや背景を理解する力が育ちます。

勉強は、思いやりや協力の心を育てる大切な営みです。 

４ 変化の激しい時代を生き抜くため 

AI や新しい技術が次々と生まれる今、学び続ける姿勢が未来を切り開きます。勉強

は、変化に対応し、自分の人生を主体的に選ぶ力になります。 

５ 自分の人生を豊かにするため 

知識は人生を彩（いろど）ります。好きなことを深める楽しさ、新しいことを知る

喜びは、勉強する人だけが味わえるものです。 



 学校評価 保護者アンケート  

 



 
自由記述について、お寄せいただいた御意見を、一部抜粋・整理して掲載いたします。御多用のと

ころ、貴重な意見を多数いただき大変ありがとうございました。今後とも当校の活動に御理解と御

協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

＜良い点について＞ 

【学習に関すること】 

○ 補習をして頂いているので助かっています。 

○ 未来塾や数検対策の学習会、朝の職員室前の学習場所など、子どもが勉強できる環境や機会を整えて

くださりありがとうございます。 

 

【行事に関すること】 

○ 行事ごとに生徒みんなで盛り上がってるところ。 

○ 色々な行事があり、刺激があるところ。 

○ 生徒達の意見や行動に、メリハリをつけさせてくれるところがとてもいいと思う。 

例えば、文化祭の前日に体操着にチョークで文字を書くことで一致団結しようとした生徒に、それはダメ

な事としっかり声をかけて、更に保護者にもメールでお詫びとやめさせて欲しい旨の連絡がきた。その対

応は、生徒としっかり向き合い、面倒な事をなぁなぁにしない、とても信頼のできる先生達の対応だと感じ

た。 

 



【生徒指導に関すること】 

○ 学校に楽しんで通えている事は大変ありがたく思っております。また何かあった際に電話にてご連絡を頂

けてありがとうございます。 

○ わからないことを聞いてくれたり、日々配慮してくださったりしている。 

○ 様々なトラブルや悩み事にも根気強く対処していただいていると思います。いつもありがとうございます。 

 

【その他】 

○ 今年は熊の出没が相次ぎましたが、急な事にも関わらず学校の対応の連絡が早くて助かります。 

○ 特別教室に冷暖房設備を設置していただいて快適な学校生活が送れていると思います。統合しないでこ

のまま、村上の顔、第一中学校を続くのを望みたいです。 

○ 先生方が温かく、生徒１人１人に寄り添ってくれ、いつも子どもに向き合ってくださるところ。 

 

＜改善点について＞ 

【学習に関すること】 

○ 定期テストの結果が出るのが遅い。また点数と学年順位を紙またはデータで親に送付して欲しい。高校

受験の参考にしたいし、塾等の検討材料に欲しいです。 

【学校より】 テストの点数につきましては、保護者の方に実際の答案を見ていただきたいため、テスト本体に

て点数の確認をお願いしております。学年順位については、学期末のテスト個票にヒストグラムが掲載さ

れております。全体的な分布の傾向も把握できますので、そちらを参考にしてください。また、順位の記

載につきましては、明確にすると嫌がる方もいるため、その配慮で個票には掲載しておりません。なお、

希望する生徒については直接本人に伝えておりますので、お子様を通じて御確認いただければと思いま

す。今後の個票の配付時期や方法について、頂いた御意見を参考に検討したいと思います。 

 

【生徒指導に関すること】 

○無断で携帯電話を学校に持ち込んでる生徒さん達がいるけど注意しても効果無いからと言って放置して

いるのはどうかと思う。携帯電話の事件などがニュースで取り上げられているので早急に対策して改善す

るべきだと思う。 

【学校より】  放置していると誤解を与えてしまい申し訳ありませんが、「放置」はしておりません。その都度声を

かけ、見つけたら提出させていますし、御家庭にその現状をお伝えするとともに、協力を仰いでおります。 

スマートフォン等の持ち込みを希望する御家庭には、４月より持ち込み許可証の提出をお願いしていま

す。中学校では、持ち物検査等を行うことができませんので、SNS 講演会などの機会を通じて望ましい使

い方や危険性について啓発を行い、その都度、持ち込みについても指導しております。年度途中から事情

が変わり、持ち込みを申し出られる御家庭もあり、許可証については、随時受け付けております。 

お子さんに買い与えた物品の管理につきましては、御家庭にお願いする部分が大きいです。家庭連絡

時の対応も含め、御協力をお願いします。 

 

○髪型の指導について、先生によって言い方が違うことがあるようで、分かりにくいです。 

【学校より】 頭髪等の指導については、入学試験や職場体験活動など、学校外での活動時にふさわしい身

だしなみで臨むことが大切であることから、日頃の生活においても『私たちのきまり』を守ることを指導して

います。 



このことにより、統一した指導を行うことを心がけておりますが、職員ごとに言い方が異なって分かりづ

らかったこと、申し訳ありませんでした。 

衛生面や安全上の理由から、髪が肩までかかる生徒については黒や茶のゴムでまとめる(三つ編みも

可)ことや前髪が目にかからないようにすることを生活のきまりとしています。以前 tetoru でもお伝えしたよ

うに、ファッション的な視点で髪をまとめることが無いように、御家庭においても御協力をお願いいたしま

す。職員にも『私たちのきまり』に基づいて生徒に伝えることを一層徹底します。 

 

【学校生活に関すること】 

○感染症が多数出たら、学級閉鎖なり学年閉鎖をした方が良いと思う。 

【学校より】 感染症の拡大に関して、御心配される御意見ありがとうございます。当校は村上市の中では最

も人数の多い中学校であり、学級閉鎖や学年閉鎖を行うと影響を受ける生徒が多数出ます。特に日中、

大人が働きに出払ってしまう御家庭の場合、昼食の準備や夏場・冬場のエアコン管理など、自宅で待機す

る健康な生徒にも負担がかかってしまうことが予想されます。特に今年度からは給食が無償化されたこと

から、その負担が顕著になります。このことから、当校では極力学級閉鎖や学校閉鎖を行わない方針とし

ております。以上の方針がありますことを御理解いただけますと幸いです。 

 

【その他】 

○ペーパーレスの時代。紙ベースの配布物が多いが気になる。兄弟関係は、家庭数で良いと思う。 

【学校より】 紙で配付しているプリントは、生徒にも読んでもらいたい内容のものや御家庭で壁に貼ると思わ

れるものを全校配付としています。終学活で担任が読み上げる場合もあるため、家庭数のみの配付では

なく全校配付を原則としております。また、教員の配付忘れや生徒が家庭で保護者に渡しそびれることを

防ぐねらいもあります。御理解いただけますと幸いです。なお、特定の保護者の皆様にだけ配付するもの

や、全体配付の中でも特に重要な内容のものは、周知徹底のためテトルでも再度配信させていただいて

おります。 

 

御多用のところ、貴重な意見を多数いただき大変ありがとうございました。今後とも当校の活動

に御理解と御協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 
 

 村上市広島派遣事業に参加して                 ３年２組 TU 
 

戦後80年という節目の年に、村上第一中学校代表として8月

6日の広島という特別な地で、一生できない経験をさせていただ

きました。 

1日目は原爆ドームと広島平和記念資料館の見学をしました。

テレビなどで画面を通してみてきた原爆ドームを、実際に自分の

目で見てみて、その場所だけが80年前から時が止まったように

感じました。平和記念資料館では、キノコ雲や被爆当時の広島の

街の様子などの写真や絵、被爆されて亡くなった方の遺品などが

展示されていました。目に映ったものがまるで現実とは思えず、

受け入れることに時間がかかりました。現実とはかけ離れた地獄

のような光景が、80年前、実際に広島で起こっていたという事



実に、恐怖で手の震えが止まらなかったことを覚えています。展示されていた写真の中に、

焼け焦げた遺体の写真がありました。顔は真っ黒に焦げているのに、目だけが白くギラギラ

と光っていた写真が、頭にこびりついて今でも離れません。この写真や、遺品などを見て、

このような現実は、もう二度と起こってはいけないと改めて感じることができました。 

2日目は、広島平和記念式典に参列してきました。他の場所とは違う神聖な空気に包まれ

た、広島平和記念公園で、80年前に原爆が落とされた、8月6日午前8時 15分を迎え

ました。平和記念式典の中で私が印象に残っているのは、こども代表による平和への誓いで

す。「たとえ一つの声でも、学んだ事実に思いを込めて伝えていけば、変化をもたらすこと

ができる」「こどもである私たちも平和のために行動することができる」という言葉が心に

刺さりました。いずれ訪れる被爆者のいない時代、私たちこどもでも、たとえ小さな声で

も、平和を作っていけるという思いにとても共感しました。他にも広島市長の平和宣言など

を聞き、核兵器を廃絶し、二度と80年前のヒロシマ・ナガサキを生み出さないという強い

思いを感じることができました。 

3日間という短い期間でしたが、たくさんのことを学ぶことができました。この経験を忘

れず、たくさんの人にこの話しができたらいいと思います。 

世界各地で戦争が起こっている今、被爆国日本だからこそ

発信できるメッセージがあると思います。広島で経験したこ

とは、私にとって、一生の財産になりました。一発の原爆に

よって奪われた日常があることを忘れず、私たちが大人にな

ったときに、戦争がない平和な社会が実現できるよう、この

経験を将来に活かしていきたいです。 

 
 

 

 令和７年度卒業式について  
３月６日（金）に第 56 回卒業証書授与式を挙行いたします。３年生の御関係者様におかれましては御参列

の際、駐車場でのお車の事故等に十分お気をつけて御来場ください。また、新型コロナウイルス感染症は完全

に収束したわけではありません。体調がすぐれない方は大変恐縮ですが御出席を御遠慮くださいますようお願

いします。 

 

２月の主な予定  

※村上第一中学校の部活動はこの日をもってその歴史に幕をおろします。これまでご協力いただきました保護

者の皆様、地域の皆様、ありがとうございました。 

４ 水 新入生保護者説明会 17 火 専門委員会 

５、

６ 

木、

金 

Ⅲ期テスト 19 木 １，２年生単元別テスト（1～５限） 

７ 土 3年生 実力テスト(希望者) 20 金 生徒総会、三送会（授業参観） 

部活動最終日※ 

12 木 第4回 PTA理事会    


